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後
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山
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、
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八
五
門

下
ケ
一
戸
図
、
八
一
一
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回
開
発
問
叩
乳
、
一
ニ

0
0

間
発
一
戸
新
潟
て
九
九

O

総
務
一
一
日
、
二
日
一
ハ
〉

紛
抑
制
的
新
田
凶
て
九

0
0

高
齢
制
山
川
玄
、
…
山
ハ

O

東
作
斜
線
子
大
、
む
附
附

O

域

山

同

八

0
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小
森
之
、

O
八
六

一
品
監
庄
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食
事
な
ど

襲
撃
曽
「
寸
肝
障
鴎
事

S
E
J
d務
筆
画
一

d
f
ι
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d
e
a
w
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修
生
省
の
品
市
松
常
務
議
事
が
・
叩
訟
で
も
多
く
脱
税
詳
の
場
所
へ
お
山
山

川
誌
の
絞
昨
庁
で
後
さ
ん
の
制
調
縦
怖
に
か
け
下
事
い
。

ま

い

れ

ツ

ま

す

。

つ

だ

二

十

一

段

午

前

十

待

か

今
削
閥
的
内
骨
格
以
降
胤
民
の
食
ら
十
二
位
吋
潟
口
目
立
位
相
続
的

殺
と
ど
タ
ミ

γ
跡
調
井
和
食
で
際
松
山
一
月
二
十
何
日
午
後
一
時
吋
か

省
及
的
隊
総
所
の
栄
養
会
げ
か
側
側
滋
ら
一
一
一
帆
吋
抱
一
役
幼
愉
削

に

あ

た

ち

ま

す

。

一

月

一

一

十

二

縫

午

前

十

持

か

と
れ
は
寧
の
や
合
み
て
い
た
ら
十
二
時
滋
第
一
一
小
学
校
総

必
く
だ
け
で
も
券
常
に
参
考
に
一
万
二
十
二
日
午
後
一
時
か

な
る
と
関
脇
わ
れ
ま
す
の
で
日
人
ら
一
一
一
終
迄
府
間
北
閥
抗
凝
浴
場

自

長1:
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一
一
点
、
開
問
九
八
円

二
区
一
一
一
、
七
九
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一
品
隊
一
ペ
ヘ
六
一
均
五

間関
W
比
二
開
閥
次
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五
町
民
つ
六
人
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六
俊
之
、
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c
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C
、
}
ニ
ニ
ハ
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八
口
比
七
喝
入
。
九

九
広
丸
、
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一0
0

ト
隊
一
。
、
二
九
況

宇
一
の
一
六
、
の
九
。

十
一
の
二
七
、
六
一
七

十
ニ
広
之
、
八

O
双

十
日
一
一
区
間
問
、

0
0
0

十
回
区
一
一
、
九
0
0

十
五
隊
隊
、
九

0
0

十

七

絞

っ

務

総

九

栄
町
六
、
八
六
。

柴
崎
…
。
、
八
八
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側
阪
か
い
百
五
月

会
迎
え
て
、
然

海
で
は
村
帆
け
か
仲
拭

い
た
ξ
い
う
。

ビ
ニ
ー
ル
議
拙
惜

の
イ
チ
ゴ
も
骨
拡

が
咲
い
て
写
真

の
よ
う
に
実
の

熱
す
る
の
か
認
仲
村

つ
ば
か
れ
ツ
と
な

与
ま
し
た
。
市

場
へ
出
向
悼
判
刷
出
米

る
の
は
こ
り
二

十
日
関
だ
ろ
う

と
級
協
哨
者
は
一
再

っ
て
お

9
ま
ず

〈
中
山
階
級
副
凶
政

炎
民
胤
概
数
〉

際趨翠毒

土
谷
淳
一
…
、
六
六
ハ
V
阿

久
市
管
制
棋
士
一
、
間
七
O

線
問
中
問
、

O
八
O

相
悦
…
門
下
一
一
一
一
、
七
間
一
。

援
…
戸
下
一
一
で
七
五
。

繋
一
戸
新
聞
て
図
。
。

総
一
戸
て
み
ハ

-o

と
き
わ
台
ご
一
、
附
間
二

O

円
口
波
紋
後
一
一
、
一
一
'
J
M
h
u

品
市
緑
色
一
一
一
、
一
以
」
ハ
五

m
m
揚
滋
給
付
金
の

繍
求
泳
三
月
中
本
盟
M

ま
で

計
引
担
問
中
帯
め
諸
税
崎
将
へ

割
引
倒
税
務
給
付
金
綴
ボ
燃
の
幾

燃
は
、
お
済
み
に
な
ち
ま
し
た

か
?
ま
況
判
州
出
し
て
い
な
い

中
々
は
組
問
問
削
期
間
聞
も
切
哨
帰
し
て
日
闘

争
ま
す
の
で
、
返
品
州
議
似
し
て

下
さ
い
。

期
間
閉
ま
で
に
畑
町
出
し
な
い
場

合
同
仙
、
引
梢
南
北
脅
給
付
命
受
僚
の

終
判
将
を
放
楽
‘
ず
る
こ
と
に
な
き

ま
す
の
で
、
必
ず
録
制
叫
す
る
よ

う
に
し
〈
下
さ
い
。

な
を
引
縁
者
で
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幕

時
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て
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五
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、
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、
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一
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、
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0
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、
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、
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募
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、
六
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線
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揃
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時
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、
気
九
O

お
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説
、

0
0
0

一
小
七
、
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出
羽
九

ふ
小
二
、
間
関
ぷ
一

吉
一
小
ニ
、
七
七
五

回
小
入
、
凶
六
八

割
間
続
小
六
、
一
況
山

古
叩
絞
小
五
、
五
一
一
五

災
孫
子
中
一
一
、
七
五
九

湖
北
中
一
て
六
六
況

お
然
中
一
一
、
一
一
問
問
叩

品
開
割
引
三
回
六
、
六
-
六

援
僚
が
山
山
米
な
い
り
で
し
た
ら

役
場
校
会
議
ま
匂
ご
日
比
労
下
在

、。
-
b
y
 畿

晶
表
委
員
滋
挙
人
名
簿

一
月
二
十
日
か
ら
縦
覧

幾
策
委
員
会
数
時
胤
の
選
挙
人

名
簿
を
殺
係
予
的
役
場
湖
北
の

支
所
布
ル
協
の
士
又
一
併
に
お
い
て
]

月
二
十
日
か
ら
十
況
日
間
同
従
球

し
て
お
hγ

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
父

に
な
っ
て
下
さ
る
よ
う
お
知
ら

佼
い
た
し
ま
す
。
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ね
家 野 ず

日狩み
ーみみ rT¥

Z一年
?費に
手島区

官除

一
野
ね
ず
み
家
ね
ず
み
の
駆
除
を
金
町
一
斉
陪
一
月
二
十
一

一
七
包
か
ら
一
月
二
十
九
日
ま
で
の
一
品
目
間
民
行
い
ま
す
か
一

一

ら

よ

ろ

し

く

御

協

力

下

さ

い

。

一

我
孫
子
町
畑
全
地
域
に
わ
た
り
え
住
み
つ
き
ま
す
、
ま
た
こ
れ

野
ね
ず
み
の
共
同
駆
除
を
実
施
と
は
別
に
食
物
を
あ
き
る
範
囲

い
た
し
ま
す
、
こ
れ
に
使
わ
れ
を
も
つ
よ
う
に
な

P
ま
す
。

る
毒
物
は
人
畜
に
も
非
常
む
有
野
ね
ず
み
は
こ
の
よ
う
に
し
て

害
で
す
か
ら
左
記
事
項
に
御
注
一
人
前
に
な
り
ま
す
が
食
物
が

意

下

さ

い

。

豊

富

に

あ

っ

て

天

敵

ハ

い

た

も

こ
一
て
実
施
期
間
、
一
月
二
十
七
ふ
く
ろ
う
〉
が
少
い
場
合
に
は

一
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
大
繁
殖
を
し
て
農
作
物
に
被
害

一

(

雨

天

輝

総

)

を

与

え

ま

す

。

び
一
二
、
実
施
区
域
我
孫
子
町
内
全
議
え
さ
の
基
け
方

一

田

井

世

野

ね

ず

み

は

品

目

遜

地

下

一

ユ

O

一

j
j
j

セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
所
に
巣

一
一
日
一
、
使
用
薬
剤
モ
ノ
フ
ル
オ
l

一

を

作

り

、

夕

方

か

ら

夜

間

同

に

か

一
ル
酢
酸
ナ
ト
リ
ュ
ウ
製
剤
(

あ
一
フ
ヲ
ト
i
ι
v
d

け
て
、
穴
か
ら
で
て
活
働
し
ま

一

す

か

ら

午

後

か

ら

毒

え

さ

を

佐

一
四
、
毒
餌
の
調
製
及
搬
入
方
法

一
さ
つ
ま
い
も
捕
関
係
に
毒
物
を

報
一
混
入
し
て
野
ね
ず
み
の
棲
息

一
す
る
穴
に
投
入
し
夜
七
す
る

一
五
、
毒
物
の
有
効
期
間
十
日
乃

一
至
二
十
日
位

日
一
六
、
家
斎
類
は
必
ず
緊
留
し

τ

一
下
さ
い
。

一
七
、
薬
剤
の
調
製
等
は
各
防
除

一
組
合
で
一
行
い
ま
す
。

一
野
ね
ず
み
の
一
生

一
野
ね
ず
み
は
繁
殖
力
の
大
き

一
い
も
の
で
一
回
に
三

l
四
頭
の

市
川
一
子
ね
ず
み
を
産
み
、
こ
れ
を
年

制
一
に
一
ニ

l
四
回
目
線
返
し
ま
す
。
こ

m
一
の
子
ね
ず
み
は
母
乳
に
よ
っ
て

月
一
育
ち
ま
す
が
、
十
五
日
程
で
目

1
一
が
あ
き
食
物
を
少
し
づ
っ
食
べ

日
一
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か

制
一
ら
十
五
日
か
ら
三
十
日
位
で
は

昭
一
体
の
そ
だ
っ
さ
か
り
で
こ
の
間

一
は
母
ね
ず
み
と
共
に
歩
き
ま
わ

〉
一
る
時
期
で
す
。
そ
の
後
こ
の
生

8
一
長
期
が
す
ぎ
る
分
散
期
に
入
り

〈
圃
こ
れ
か
ら
は
巣
を
は
な
れ
て
あ

ら
た
に
場
所
を
き
が
し
て
そ
こ

掛
け
る
よ
う
に
し
ま
す
、
野
ね

ず
み
の
住
ん
で
い
る
焔
に
は
必

ず
ね
ず
み
の
穴
が
あ
り
ま
ず
か

ら
そ
の
穴
に
議
え
さ
宮
入
れ
軽

〈
審
ぎ
ま
す
。
又
作
物
を
作
っ

て
い
る
畑
ば
か
り
で
な
く
、
ま

わ
り
の
堤
防
道
路
ぎ
わ
な
ど
、

雑
草
の
根
株
等
に
も
穴
を
見
つ

け
餌
を
仕
掛
聞
け
て
下
さ
い
。
野

ね
ず
み
は
非
常
に
敏
感
な
も
の

で
す
か
ら
毒
え
さ
を
仕
掛
け
る

数
日
前
か
ら
中
耕
や
雑
草
等
の

農
作
業
は
中
止
し
ま
す
。

集
団
で
駆
除
す
る
乙
と

国
間
ね
ず
み
は
繁
殖
力
も
強
い

し
行
動
範
闘
も
広
い
の
で
な
る

べ
く
広
い
地
域
を
共
同
で
駆
除

を
実
施
し
な
い
と
効
果
は
充
分

で
あ
り
ま
せ
ん
。

議
え
さ
等
を
利
用
し
て
野
ね

ず
み
以
外
の
鳥
獣
類
を
捕
獲
す

る
k
狩
猟
法
に
ふ
れ
ま
ず
か
ら

充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

家
ね
ず
み
の
駆
除

ね
ず
み
駆
除
の
好
期
を
利
用

し
金
町
一
斉
に
家
ね
ず
み
の
集

団
駆
除
を
行
い
、
ね
ず
み
の
与

え
る
伝
染
病
の
媒
介
及
衣
食
住

の
被
害
を
防
止
し
切
る
い
環
境

の
よ
い
住
み
よ
い
町
を
作
り
ま

'υト
4mkノ。

て
実
施
期
日
昭
和
三
十
五

年
一
月
二
十
七
日
よ
り
二
十

九
日
ま
で

二
、
実
施
区
域
我
孫
子
町
全

世
帯

三
、
使
用
薬
剤
燐
化
麗
鉛
門

医
薬
用
外
劇
物
)
三
%
「
粒

状

F
ロ
メ
ツ
ソ
」

図
、
使
用
方
法
い
つ
も
ね
ず

み
が
出
て
来
て
餌
を
食
ベ
る

所
に
(
ね
ず
み
の
鋲
に
・
な
る

も
の
は
か
た
づ
け
て
〉
本
剣

を
茶
さ
じ
に
二
朴
位
紙
に
包

ん
で
配
置
す
る
。

配
置
場
所
は
台
所
下
水
時
間
近

使
所
、
物
置
、
茶
の
湖
、
仏

同
居
、
神
柵
棚
等
め
物
か
げ

五
、
薬
剤
配
分
方
法

各
地
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
配

布
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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の
方
が
我
孫
子
町
役
場
社
会
穏

に
参
り
ま
し
て
「
こ
れ
ー
は
少
額

で
す
け
れ
ど
私
達
の
気
持
で
す

ど
う
か
困
っ
て
居
る
人
に
上
げ

て
下
さ
い
」

と
一
金
四
千
五
百
円
也
を
霞
い

て
帰
り
ま
し
た
。
己
の
方
々
の

温
い
行
為
は
毎
年
楠
明
い
て
居
り

係
主
し
て
一
朗
の
下
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

以
ヒ
才
末
た
す
け
合
い
還
動
に

つ
い
て
の
美
し
い
行
為
を
三
つ

上
げ
ま
し
た
が
、

ζ

の
他
年
々

こ
の
禄
な
美
し
い
行
為
が
増
へ

q

A
あ
る
こ
と
は
ほ
ん
と
う
に

喜
ば
し
い
こ
主
で
あ
り
ま
す
。

む
や
み
に
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
で
下
さ
い

最
近
特
別
清
掃
地
域
開
に
お
法
の
規
定
に
よ
っ
て
三
万
円
以

い
て
道
路
時
間
近
や
住
宅
周
辺
の
下
の
罰
金
交
は
拘
留
若
し
く
は

山
林
、
竹
林
、
等
に
ゴ
ミ
を
捨
科
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
充

て
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
分
御
注
意
下
さ
る
よ
う
お
願
い

が
ζ

の
特
別
清
掃
地
域
内
に
み
い
た
し
ま
す
。

だ
り
に
ご
み
を
捨
て
る
と
清
掃

(4) 

防
火
。
ホ入

賞
者
き
ま
る
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，個
、ー

さ
き
に
中
学
校
生
徒
を
対
象

と
し
て
募
築
い
た
し
ま
し
た
妨

火
ポ
見
タ
ー
は
、
去
る
一
月
六

日
審
査

絡
果
次
の
方
々
の
入
賞
が
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
お
め
で
k
う

ご
ざ
い
ま
す
。

一
等
士
山
賀
正
和
我
中
二

二
等
橋
本
登
士
山
総
湖
中
ニ

グ

山

留

か

ほ

る

我

中

二

三
等
橋
本
幸
雄
山
間
中
三

グ

渡

辺

み

ど

り

我

中

ニ

グ

杉

浦

秀

雄

我

中

ニ

ぴ

育
児
相
談
日

変
更
の
お
知
ら
せ

今
迄
毎
月
第
二
木
限
日
に
行

っ
て
お
り
ま
し
た
育
児
相
談
日

は
都
合
に
よ
り
二
月
か
ら
第
二

金
曜
日
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
皆
禄
の
御
出
で
を
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

あ報広

月

2. 

ス
タ

l
佳
作
大
藤
泰
子
湖
中
一

グ

角

川

洋

平

山

間

中

三

M
M

清
水
チ
ヨ
子
我
中
二

選
挙
人
名
簿

登

録

人

員

十
二
月
二
十
日
確
定

計
2，054 
1，205 
1，100 
2，482 
2，815 
426 
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1，185 
1，324 

15，896 

男 l女
97611，078 
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5401 560 
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H
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場
所
役
場
内

二
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時
間
午
後
一
時
l
一一一時
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町の人口

(12月1日現在)

1 3， 1 1 3人

1 3， 6 9 1人
2 6，8 0 4人

5，437世帯数帯

男

女

計

世

建
築
物
磁
訟

手
数
料
の
改
正

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
二
十

三
日
か
ら
建
築
物
磁
認
手
数
料

が
左
記
の
通
り
改
正
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
昇
降
機
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

グ
ユ

i
ト
、
飛
行
塔
及
び
煙
突

合
一
角
さ
六
米
以
上
の
も
の
)
広

告
塔
、
高
架
水
倦
等
の
工
作
物

の
申
請
手
数
料
は
一
件
に
つ
き

一
千
円
で
す
。
(
建
設
課
)

床面積の合計 (m2・坪) 手数料

30m2 以内のもの

it 
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「
K

l

:

I

A

「
あ
ぴ

一

勺

X

V

」
時
間
」

問

。

一

そ

唱

と

は

会

合

l
J
d
L各
論
臨
時
や
寄
合
が

一

代

、

m
M
m
且
予
刻
か
ら

7
v
、wmM

一
一
時
間
な

F7.

‘
J

い
し
二
時

閉

S

F

B
問
位
お
く

l

f

a
盟
、
れ
る
こ
と

を
云
う
の
だ
そ
う
で
す
。
定
刻

に
来
る
人
達
に
は
大
変
迷
感
な

時
倒
で
す
。
私
}
人
位
が
お
く

れ
て
行
っ
て
も
会
合
は
出
来
る

だ
ろ
う
主
思
う
人
が
み
ん
な
だ

っ
た
な
ら
何
時
ま
で
た
っ
て
も

会
議
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。

ζ

の

前
早
く
行
っ
て
待
た
せ
ら
れ
た

か
ら
ど
う
せ
早
く
行
っ
て
も
仕

方
が
な
い
と
云
っ
て
い
た
ら
、

「
あ
び
乙
時
間
」
は
な
く
な
り

ま
せ
ん
。

V
議
会
で
は
こ
の
「

あ
び
こ
時
間
」
を
追
放
し
よ
う

と
し
て
鈴
木
議
長
の
音
頭
と
り

で
始
ま
り
ま
し
た
。
今
迄
の
議

会
は
一
時
間
位
遅
れ
る
の
が
普

通
で
、
二
時
間
位
開
会
が
遅
れ

た
こ

k
も
あ
り
ま
し
た
.

昨
年
の
定
例
議
会
の
第
二
日
目

十
二
月
十
七
日
の
本
会
議
は
定

刻
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
の
で
翌

日
ま
で
の
予
定
で
あ
っ
た
会
議

が
そ
の
日
に
終
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

wv
議
員
が
三
十
人
、
議
会
に
尚

る
験
員
が
町
長
以
下
十
二
人
で

心
た
が
四
十
二
人
の
人
が
八
時

間
を
節
約
し
た
ら
一
一
一
百
三
十
六

時
間
と
い
う
数
字
に
な
り
ま
し

た
。
年
末
多
忙
の
と
き
大
変
な

時
間
の
節
約
を
し
た
も
の
で
す

ね。

wv

一
昨
年
四
月
の
地
方
自

治
法
改
正
前
の
選
挙
管
理
委
員

会
の
会
議
は
三
人
い
な
け
れ
ば

成
立
し
ま
せ
ん
の
で
委
員
は

必
ら
ず
定
刻
五
分
前
に
繍
い
ま

し
た
。
そ
し
て
会
議
が
定
刻
か

ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
今
の
定
数

は
四
人
で
す
が
選
挙
管
理
委
員

会
は
必
ら
ず
定
刻
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
軍
近
所
の
寄
合
や
会
合

で
も
時
聞
を
守
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
出
品
遠
の
町
か
ら
「
あ
び

こ
時
間
」
を
追
放
い
た
し
ま
し

ト
l

院
長
ノ
。
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